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１ モーターボート競走事業の業務状況 ――――――――――――――――――――― 

 

 

 

滋賀県では、県が実施する施策に必要な財源を確保することを目的として、モーターボート競走法に基づい

て、モーターボート競走事業を実施しています。 

平成29 年度からは、地方公営企業法の一部を適用し、公営企業として実施しています。 

事 項 内 容 

名 称 琵琶湖モーターボート競走場 

初 開 催 昭和27 年７月 

開 催 日 数 年間12 回開催 186 日 

 

 

平成 30 年度上半期の一日平均入場者数は 1,244 人で、前年度上半期に比べ 95 人、7.1％の減少となり

ましたが、電話投票等の利用者数が増加したため、舟券売上額は増加しました。 

なお、上半期のグレードごとの開催状況は、次のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成30 年度上半期は、外向発売所における発売場数拡大に伴い、映像配信設備の増設を行いました。 

 

 

 

  

レースの開催状況 

事業の概要 

建設改良事業の状況 

Ⅱ 公営企業の業務状況 

平成29年度 平成30年度 平成29年度 平成30年度 平成29年度 平成30年度

GⅠ 1節 6日 1節 6日 10,735 10,656 714,615 794,135 4,187,746 4,586,746

GⅡ 1節 6日 1節 6日 8,564 7,493 608,916 660,222 2,551,538 3,062,617

GⅢ 1節 6日 2節 12日 11,857 18,365 823,755 1,311,535 3,762,058 5,268,918

一般戦 13節 78日 13節 70日 97,399 80,428 3,235,140 3,367,928 9,574,040 10,784,201

上半期
合計

16節 96日 17節 94日 128,555 116,942 5,382,426 6,133,820 20,075,382 23,702,482

一日平均 1,339 1,244 56,067 65,253 209,119 252,154

舟券売上額（千円）
グレード

入場者数（人）開催節数・日数

平成29年度 平成30年度

利用者数（人）
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平成30 年2 月定例会議での議決後、予算の補正はしていません。 

 

平成30 年度上半期の予算の執行状況は、次のとおりです。 

 
 
●収益的収支                                                          （単位：千円） 

科   目 当初予算額 

前年度から 

の繰越（財 

源充当）額 

予 算 現 額 

(A) 

執 行 額 

(B) 

(B)/(A) 

(％) 

モーターボート競走事業収益 36,741,600 － 36,741,600 24,106,159 65.6 

 営 業 収 益 36,684,952 － 36,684,952 24,085,316 65.7 

 営 業 外 収 益 56,648 － 56,648 20,843 36.8 

モーターボート競走事業費用 36,730,100 － 36,730,100 22,363,811 60.9 

 

 

 

営 業 費 用 36,486,059 － 36,486,059 22,341,704 61.2 

営 業 外 費 用 244,041 － 244,041 22,107 9.1 

  
 
 
●資本的収支                                                          （単位：千円） 

科   目 当初予算額 

前年度から 

の繰越（財 

源充当）額 

予 算 現 額 

(A) 

執 行 額 

(B) 

(B)/(A) 

(％) 

資 本 的 収 入 1,079,000 － 1,079,000 1,079,000 100.0 

 企 業 債 1,079,000 － 1,079,000 1,079,000 100.0 

資 本 的 支 出 1,410,400 － 1,410,400 1,200,019 85.1 

 建 設 改 良 費 126,417 － 126,417 18,215 14.4 

 企 業 債 償 還 金 1,282,725 － 1,282,725 1,180,907 92.1 

 投 資 1,258 － 1,258 897 71.3 

(注)  資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額は、過年度分損益勘定留保資金等で補塡しました。 

 

 

 

  

予算の補正の状況 

経理の状況 

予算の執行状況 
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また、以上の予算執行の状況を企業会計原則に従って合計残高試算表にしますと、平成30 年 9 月 30 日

現在では次のとおりです。 

 

●合計残高試算表（平成30 年9 月30 日現在）                           （単位：千円） 

借       方 
勘 定 科 目 

貸             方 

残   高 合   計 合   計 残   高 

11,039,732   21,394,810   〔 資 産 の 部 〕   10,355,078  

7,898,210 8,411,832 固 定 資 産 513,622  

3,141,522 12,982,978 流 動 資 産 9,841,456  

 6,738,809 〔 負 債 の 部 〕 11,132,793 4,393,984 

 1,085,555 固 定 負 債 4,972,709 3,887,154 

 5,653,254 流 動 負 債 6,078,256 425,002 

  繰 延 収 益 81,828 81,828 

  〔 資 本 の 部 〕 4,638,695 4,638,695 

  資 本 金 4,086,444 4,086,444 

  剰 余 金 552,251 552,251 

  〔 収 益 の 部 〕 24,102,631 24,102,631 

  営 業 収 益 24,083,247 24,083,247 

  営 業 外 収 益 19,384 19,384 

22,095,578 22,095,578 〔 費 用 の 部 〕   

22,073,471 22,073,471 営 業 費 用   

22,107 22,107 営 業 外 費 用   

33,135,310 50,229,197 合    計 50,229,197 33,135,310 
 
 
 
 
 
 
 
  

    平成30 年9 月30 日現在の企業債の現在高は3,804,327 千円です。 

 

企業債の状況 
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